１２校会議　時局講演会　進行次第　（分担表）

開始１４時５分
１．時局講演会

司会　北海道医療大　藤井先生     
· １２校代表挨拶




  愛知学院　井上先生 
· 今回大久保先生を迎えての後援会は二回目になるが　お礼を申し上げます　会長が変わられてから改革が着実に行われている。　期待が大きい分負担をおかけしているが　期待にこたえるよう頑張っていただきたい。　石井先生は鶴見大副会長であり仲間でありますが　組織代表を引き受けてもらい　はじめに比べると上手になってきているが　当選は当たり前で少しでも票を重ね上位当選をしてもらいたい。　挨拶とは変わり　お願いをすることになったが　よろしくお願いしたい
藤井先生より　講師紹介
· 講演「時局について」

　　　　　　講師　 日本歯科医師会　会長　大久保満男先生

藤井先生　大久保先生は講演後若干の質問時間をいただいているが　次の移動もあるので簡便にお答えいただくことになると思う

大久保先生

昨年に引き続きの講演依頼を御礼したい。　本日は質問含め一時間。石井先生の前座の積もりできた。４時に新幹線で行かなくてはいけないところがあり　明日は朝８時から厚労省でのプレゼンがある　土曜日は沖縄。土日はほとんど家にいたことがない。

医療経営の角度から話をしてみたい

乗り越えてきたとはいえないが立ち上げるための対処　当面は診療報酬改定について行ってきている

国家のあり方がかわってきているので医療費抑制に直結していること

歯科医師会の構造

歯科医業経営の課題と展望―傾斜型再分配の時代を生き抜くために－

国策としての歯科医療（医療は「聖域」なのか）

小泉首相が聖域なき構造改革をすすめ　医療費の抑制がはじまる。
小泉首相の「聖域」とは誰も手をつけなかった領域に手をつけるという意味だと思うが　１９８１　第二臨調までは二桁の成長　その後５％　他の先進国では　１９８０年代に医療費が高騰（検査機械などが開発された時代）

日本はこの時代に医療費を抑制できたため　現在でも医療費が先進国の中では医療費が低い水準にある

保健医療は国策である

―政策は所詮力が作るものであり　正しさが作るのではないー

権丈善一「医療年金問題の考え方　再分配政策の政治経済学Ⅲ」

一見当たり医療費の増加に対する診療行為別寄与率

投薬注射の配分を減らす　８０年代には検査が増えてきたので８３～９０で検査をさげてきた

順調に伸びているのは入院だけである。　入院を抑制するのが今後の課題

社会的入院を減らす　ターミナルの入院費を減らす　

官から民へ　の医療政策「混合診療と保険外併用療養」

特定療養費制度として使用することが出来る項目がいくつかある。厳密には混合医療であるが　経済財政諮問会議から　これを混合診療と言う言葉で言ってきたのである
民へ移るときの投げ方は　生命保険で医療費を支払う　その主要なメンバーにオリックスの宮内さんとセコムの会長が入っている。　自分たちの利益を誘導することを経済諮問会議の主要メンバーが決めているのが現状である（竹中大臣の方針に従っている）

市場と再分配の役割（混合経済の仕組み）

医療を市場経済に任せていたら　全ての国民の医療をまかなうことはできない（心臓病なら一ヶ月一人５０万点の請求になる　血友病も同じような点数になる）

刑務所をセコムに運営させるのと同じ論理で　病院を民間で株式会社化使用と経済財政諮問会議の答申にある

株式会社はリターン重視　利益重視でなければ運営できないが　医療は公益重視の仕事である。

経済財政諮問会議の二月の答申に　医療のIT化　その脇にレセプトのオンライン化と書かれている　衣の下に鎧が見えているようなものである
国民の保険医療制度を守るといいながら　保険診部分を縮小させている図があるが　これが　経済財政諮問会議の本音である

国民医療費の増加率の要因分析

医師会の役割は　新しい医療を保険に導入すること。新しい技術をいれて保険診療の枠を拡大すること。　先進医療高度先進医療の一割が保健医療導入されている。　歯科はゼロ。

医療は薬事法でひっかかるとだめ。　医師会では　治験（役所では何年もかかる）促進センターを作ることを考えている。　歯科医師会も歯科材料業界も　新しい産業イノベーションをおこさないと保険導入されたほうがメリットがあるか　自由診療のほうがメリットがあるものなのかを　検討しつつ　そこに学会がからんで　医師会のように先進医療を導入できるようにすすめていきたい

歯科三項目はいずれ見直しになるかもしれないが　国民にメリットがあるという論理を展開できるようにしなくてはならない

医療の政策フィールドと各国特性

総医療費に占める公費負担割合を横軸にして

　医療費水準を縦軸にすると　アメリカは医療費が世界最高水準だが国はほとんどお金をだしていない
８０ドルの歯科医療が払えないため　敗血症で少年が亡くなったり　全国の６５％が無歯顎である
歯周病の治療にお金が払えないので　リスクが高まってくると抜く。　

今のあり方を続け民間保険会社の顔色を伺いながら診療をしていけば　いつかはアメリカのような状態になることもある。

日本の経済力に比してみると　医療費の公費負担割合は低い。

国民医療費と歯科医療費をかさねていくと　小中学生の齲蝕罹患率が９０％を切ったところと　医科と歯科の医療費が乖離してきたところが重なっている。

歯科医師会の医療政策がこれらに対応していなかったのではないかとかんがえられる

虫歯を減らしたところで医療費に差がついてきたことを　厚労省に貢献度をみとめさせないといけない

薬価差益の使い方を医科のほうに比重を与えることを歯科医師会が認めてしまった時期もこの時期に重なる。

歯科は医科の１/3　に抑えられた政策転換のつけがいまきている

事前に情報をキャッチして政策を検討する必要がある。

まとめ

未来にむけて

診療報酬改定　中身も大事だが　マイナス改定をもはやつづけさせない　＋に転じさせる

日医　薬　と共闘することになっている

攻防は夏だが最終決定は冬。　石井先生の選挙は夏。冬には間にあう。私たちの意志を国会でしっかり伝える人がいる人がきわめて重要である

＋になるためには財源が必要。自民党に財源をめぐって二つの流れがある

１．経済成長を伸ばして色々な方面に＋４～５　になればマイナスにはならない。

安部政権を担っている人たち（中川政調会長など）の考え方

２・消費税を上げる

谷垣さん　柳沢さん　００　社会保障に特化して消費税の財源を使う　小泉政権の末期に
尾身財務相　消費税upありきかもしれない　その財源を少子化と社会保障に使うという意味で。

診療報酬には消費税がほとんど入っていない　その時どうするのか。

日本歯科医師会での大きな検討課題となる

５~７年後をみすえた流れを作り　社保委員会で検討してもらう

１２月でマイナス改定になった場合完全に方針が崩壊するので　あらゆる改定率における対応策を検討していく。

５~６分質問を受ける。

藤井先生　ご質問等

宮口先生　国民向けHPのアウトラインについて簡単で結構ですので説明いただければ

会長　４月から　テーマパーク「歯の健康」「治療」「料理」など　日本歯科医師会のHPの中から　歯に関するものを検索できるように作成して　アクセスを増やし　媒体にしたい。　医師会がイメージを変えるために４億程度使ってマスコミでの媒体を使っているが歯科医師会はそのような予算がないので　HPを媒体としていく。　６月くらいに全国紙に前面広告をうち　その中でもHPの宣伝をする。　ポスターを作って患者さんにもアピールの協力をおねがいしたい

質問者　神奈川歯科大　大舘会長
医科では最新医療を多く保険に導入することで診療報酬改定の都度、うまく自然増させてきたとのお話が先ほどありましたが、歯科ではインプラントを先進医療として保険導入することには慎重になるべきと考える。今後インプラントの保険導入についてはいかがかご意見をお聞きしたい

財源ゼロなので　インプラントなどについては困難かもしれない（すでに実績がでているため）

建前としては国民の意見が必要だが　全く新しい技術を入れるときには　財源がゼロだから導入が容易である。　新技術が全く入らないのが問題。さじ加減は難しいが新技術を入れることを目標とする
明海　熊倉先生

日本糖尿病協会の登録制につき説明を簡単にお願いしたい

会長

糖尿病と歯周病との関係をアメリカの学会で出たものの結果　密接な関係があると判明しているので　意見広告を歯周病と糖尿病で出す。企業で広告費をまかなってもらう
東京と大阪でシンポジウムを開催する

日本歯科医師会を通しての講習会　糖尿病協会の患者さんとの連携で信頼関係を作る

今年中に実現していく予定の事業です。

· 講演「日本の歯科医療の未来を拓く』

　　　　　　講師 　日本歯科医師連盟　参与　石井みどり先生

今はとにかく　７月２２日をめざしていかにご支援をいただくかという視点でお話したい。

全国２順目に入った。　残り１２０日。　

選挙は区議選も参院選も同じと思っているし　地をはうような活動が必要だが　限られた人にしかお会いすることができない。　が　必死で地を這う努力をしたい。

命がけで戦わないと代表として国政の場で働く望みはかなわない。

新設校の先生たちならではの抱える悩み

一般の会員の先生たちは職域代表への理解が不足している。十二日で２６万票の名簿をあつめているが　確実に投票してもらえるのかどうか　非常に危惧している。
アンケート調査の回収率が５割を切っている。　現状では非常に厳しい選挙だと思っている

自民党から３２人比例の候補者が出るが（現在）当選ラインを１５人と見ている。

現職入れて１５人以上いる。

公明党のような組織選挙をしないと　組織選挙とはいえなくなってしまう

選挙は非常に厳しい。

職域代表がいなければ　今後単なる陳情団体に成り下がってしまう
命と健康に格差をつけない政策を！

藤井先生　御礼

懇親会に出席してもらうことになっているので　その場で石井先生との議論をお願いしたい

別室にて懇親会を開催しますので準備をお願いいたします

本日はありがとうございました

１５時４５分終了

２．懇親会

司会  松戸　新井先生

会長           

· １２校代表挨拶




 岩手医大　藤田会長            
· 講師挨拶                  

日本歯科医師会　会長　大久保満男先生
　　　　　　　　　　　　　　　　日本歯科医師連盟　参与　石井みどり先生

· 乾杯





 神奈川歯科　大舘先生            
· 激励のことば　　　 　

①           朝日        

②           奥羽        

③          昭和         

④          福岡歯科         

⑤        松本歯科大        

· ガンバローコール

        明海大   
· お礼のことば 

　　　鶴見大学歯学部同窓会　会長　村田憙信
